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広報特集販務r;

していますが、

るの可?す0

3ミJ の<1"こ、ビニールJやプラスチ

ヴ夕、あきt君、がラスEゴンなどが入っていると、

ゴミが検淡したとき‘線数{こ尚i殺になった号、

?リンカーという今どろどろの不燃物になって、

かのレンズ7"二付事干して、レンi/をニおしてしま

うの?すD

また、 r燃やせないプミ J の中!こ、生ごみや

絞がま~っていると、織機<7)主1)1事が洛ち、{ド撲

の総長手が緩くなります。

~l(;孫子市では、半くから分以収録を基本iこ、ゴミ詩文主義業
1$5を nなってまいりました。その分~IJ~:主主義をさらに機進 L
て、キょたちが快適に、卒事しやすく、衡がいつまでも事さしく

係たれることを綴って、今凶lま Z分別収後J Iごついて終主義

いたしま寸。
1m立のを号機に‘ニ:#:躍進からmるゴミにつも、で、 ご議室挟み

んなで，tf;し令っていただくことがて込きれば幸いと彩じますe

争ノ

(4) 
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種事
破梅音量

&国

時{Iこ〉主jlJl，o!正ti主持，;jちるように，rグリ

や f 軒絞i大

グ約);:浴主英鱗丹tぶZ検.長EWJfl.芸織があります0

4これは君臨殺を安全にF'l滑に巡幸試す

が、工J'ミがまざった号していると、子Ni¥外に

修理後がかかってしまいます。

者受くず

警子淡くず

フドくす£

生銭総<1'

残飯矧などの生ごみ

(台湾のごみは、特に水をよくきって似しま i

しょう}

言語は市の椴活!~設か‘ じようぶな紙袋を使いま

しょう。

粗大ゴミ

家呉緩{タンス、ベッド、ソファー

など}

大型電気事選ぶ{大主主テレ1::'21イ

ンチ位、ョた護き}者重義雄など)

オートパイ 75CC以上のもの。

'" 

燃やせないゴミ(不燃物)

金属殺......".....，..常ウン.ナベ、 トタン手設など

f!ラス類……u ……・空ピン、後五求、ガラス微など

プラスチック実質……プラスチヴク、ビニール、ブム、

~M包スチ口ーんなど

その他'""・ M ・""…-・・-eトモノ類、統芸主要費、テレ夜、 ラ

ジ才、 i先i議機、冷線量事、ストーブ、

紙、ステレ才、 お幸三車、原動機f寸
白紙:取など。

袋{まじようぶな袋、:木寺省、遺言滋カンの務総lニ入れ、そ

の員阜のものは、 fこ[まねてパラパうにならないように的
しましょう。

(5) 

IlLUSTAATION BY KATSUMI"F 

E詰ブミのことについての1>開会せは、我孫子市タワーン・-eンターへご主主総下さい。

校所:我孫子mや終2，264番地紋0471 (88)鎖 倒的



砂発縮機緩 f宇持草委主主存題協〈李主

童書室長信事言震で療機侍毒害してくど認し¥，

砂降主主役官0472(27) 5161 

1宅共総公設著書室長室製

島知らせ

7M台車五議8' (公良妻堅議厚長〉主主辻…

苛て?に校ちれている人とのお向

めi'!'ixザ震を織さき訟で手。

工会滋所、主主よL主主およひ司，}I主主主議選

機関i二てき葬儀)1こより、 再調:工会五誌頭、

総工会、目立鉄金書謹織機iこ害事総帥L，

込ItI亡くださし」

~ 受付線照 湾31EヨE択で

診車護軍需綴躍電車翼 tり中小企業昔話 500

JSP:J窃総合 500JSPl

惨産量湾総率 診察側i架高品滋会{総t

fさ需をt還の壌をき f手5.25%

念改)~-デ?のi君提言 ま1'5.75%

房総選15法 議事註院議i護さまだはーj苫

惨日車事 務Fl4Eヨ万点，61'守 幾三誌

で弘千両首Q骨今おら午後き

(6) 

t>喜重F轄E量販戦 術全皆勤食i議
~塁塁合t立 言語二工諜 官85-1111

F号線505

明るい髄霊童
炉小五琵デ正予tさんく日望号制~2) か

ら老人福後ゼシ王子←つつじ絞仁子主

主主磁の軍事鍛え了必ワ惑し1:2Q

惨ぢ撃事議室気告主力ら立査本保要事陸自・

つくし堅手言語号線表著書室iこ滋王室織守合

づっの喜善参議刀証書V)<衰しだ。

験密室連幼稚隊長DCi= 野久ゼさん(<þ~歪

515) 1:1~己主主会議役穀業へ10.0ω
ミ晶子物ÞJ長334~11自〉 検場所千事長恕f汲泣きち に，、 臨時/ 悶([;寄付文1ありまいと。

同慰隅包容で 炉問的問 問 自 制 9111 酬列蹴粧粕では'm(J) ~玄一
同俗的批〈刷物隊 (揺る面下あげ正す? と制犠綾子すな川苓。金制 忠一一一-

5締法でL.:三ニムー…一一一一三:ニJ 波数っている万16必ず受けてくI:~ ⑮(夜船惑絡山霊聖書弘会

~fi'幾締罪悪 午再リモ主将之主午後 ~B喜華 日向10Eヨ〈悶〉午後1隠 さい。 。緩B 6Fl3日(6)胃3叉中広

島幸設で 11ら ~B善寺 6弓128午総1(溺かうよE .重量苦言 中央機建議員三駅改ぎ 午

炉包車窓 4，おさ子号(!白石 ゐ ~I墨書背 中践を雪喜主主て、'子漁守偽からごヨ府議 産主守潟f日分 (28際主夜発偽44分

炉問合せ 幸安苦誉主主務長主主1主主導者三善治f 惨事若手宮本紋 2.000平〈究室詩) 併協高時 刻字口喰窓会事務所 高蓮院運毒事守務04分o悠議事Ujfl)

3mヒ係 自 け ~隣合t主 小【建 盟82一15:，9 T>-襲撃会t主 主主孫づf市議夜総生総数 ※総数、戸時際、線中総主三、民主寒衣

一一一一:l (Jを桃子宮詩ぬ主主主主) 間82-5115(大;i+) を持参してください。

~申ゑ方法 ぐち説見守官!察主さ言ハガ

キで役所、五五さヨ、年義革、主革協議号受

講mf名著名と入してEsiみんでくだd

い，c;)守人守滋夜てすの亡ニヲ綴尽

以上日〉牢v;み16，-ご透7事〈だぜきもL

③淡毛筆方法l<i:iIlI漆引ヨい車各宗そ紛

主おし容とJ，

惨E量的 <D6i'ヨ守 Eヨより6Fl5icJ

ぎで〈霊登終尽終印刻主nl
我孫子市我孫子新粉浜畿地中宍

史研究主舞妓!日市然現iのあ 公民総

ゆゐ」とこ f母出IE言語mfJG議後主主 惨対象著書 ③磁的主主性亡、公

鞍書害総しています。この議後は議 反豊富議緩主沼 港Iご1:1ぎります。

mf主主主1-r正義君!と鈎議しだ研究テ~ ②年襲警泌総して受諾でを空ミ，，1J!21'::

マを最終的こ績を苦リボ トマ産品交 だがり求究室。鈴子供をずれの万!設設

とし芝まc/t;r殺認予約¥1'liff究J 埼ぞきを安哲九。

に発渡しさ女之;， ~織票書・ BB幸 a3:ffJ5Ai手6，守より

⑥ln!E童書究機m・18結後IillOおゆ ききれ55:1手3月をま亡、月害時2、絡

み 斗1主要望臼午後ぺ燃より:吉野寺宗

歩罪器催B 61'奇から設主犯55i1'3Fl ~会話選 議~t;，ヨlOJ!妥正当治主主主立

霊長rot:話ドヨ露関ヰ白鳥塁白キ…後守 E寺30 Þ>~霊長重 治名

分から2苦毒!綴怒控室 砂受議事11，0びJPl(淳書翠〉

易機所ヰJ~公民富雪 Z 

T>器重量護 資産事 簿〈銭感大学教綬〉

炉建関 おそろ E器1由主主運星稜線総会審i嬢
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